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特に記載がない場合の会場・問い合わせ先は保健センター☎978-3511です。◎は事前に保健センターへの申し込みが必要です（電話可。申し込み順）。

□
65
歳
か
ら
の
心
の
健
康
講
座

　
〜
高
齢
期
の
う
つ
予
防
〜

　

心
の
不
調
は
生
活
習
慣
に
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
高
齢
者

の
う
つ
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

a
３
月
８
日
㈮
、
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
（
１
時
１０
分
開
場
）　

d
中
央

市
民
会
館
４
階
第
１３
・
１４
会
議
室　

g
高
齢
期
の
う
つ
の
正
し
い
知
識
に

つ
い
て
、
う
つ
を
予
防
す
る
生
活
習

慣
に
つ
い
て
。
講
師
は
東
京
都
健
康

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
研
究
員

の
岡
村
毅
さ
ん　

f
市
内
在
住
で
６５

歳
以
上
の
方
ま
た
は
高
齢
者
支
援
の

た
め
の
活
動
に
関
わ
る
方
８０
人　

h

無
料　

e
２
月
７
日
㈭
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
左
記
へ　

b
地
域
包
括

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
（
第
二
庁
舎
１

階
）
☎
９
６
３
＝
９
１
６
３

◎
食
生
活
な
ん
で
も
相
談
（
個
別
）

a
２
月
１２
日
㈫
、
午
前
９
時
〜
１１
時

　

g
栄
養
士
に
よ
る
生
活
習
慣
病
予

防
等
の
個
別
相
談　

f
３
人　

e
受

付
中
。
こ
の
ほ
か
に
も
事
前
予
約
制

で
、
随
時
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す●
平
成
３１
年
度
乳
が
ん
（
集
団
）
検

　
診
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

検
診
の
申
し
込
み
は
、
往
復
は
が

き
で
３
月
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。
受
け
付
け
期
間
な
ど

詳
し
く
は
、
広
報
こ
し
が
や
お
知
ら

せ
版
３
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。

＊
現
在
は
ま
だ
申
し
込
み
を
受
け
付

　

け
て
い
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ

　

い
◎
リ
ハ
ビ
リ
な
ん
で
も
相
談
　

a
d
①
２
月
１４
日
㈭
…
ゆ
り
の
き
荘

　

②
２
月
１５
日
㈮
…
く
す
の
き
荘　

③
２
月
１９
日
㈫
・
３
月
５
日
㈫
…
保

健
セ
ン
タ
ー
。
い
ず
れ
も
午
前
９
時

〜
１１
時　

g
リ
ハ
ビ
リ
（
機
能
訓
練

の
方
法
・
腰
痛
予
防
・
筋
力
向
上
な

ど
）
に
つ
い
て
、
理
学
療
法
士
や
作

業
療
法
士
に
よ
る
個
別
相
談　

f
各

回
８
人　

e
①
②
当
日
会
場
へ　

③

受
付
中

◎
歯
科
健
診
・
相
談
〜
あ
な
た
の
歯

　
　
一
生
使
う
　
宝
物
〜

a
２
月
２０
日
㈬
、
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時　

d
市
役
所
第
三
庁
舎
１
階
会

議
室
１　

g
歯
科
健
診
・
相
談
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
。
治
療
は
行
い
ま

せ
ん　

f
２０
人　

e
受
付
中
。
電
話

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子

申
請
で
申
し
込
み

a
２
月
８
日
㈮
、
午
前
１０
時
〜
１１
時

４５
分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

d
市
役

所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

＊
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
献
血
ル
ー
ム

（
イ
オ
ン
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
ｍ
ｏ

ｒ
ｉ
１
階
☎
９
８
７
＝
３
７
３

７
）
で
も
献
血
が
で
き
ま
す
。

全
血
献
血
は
午
前
９
時
４５
分
〜

午
後
５
時
３０
分
、
成
分
献
血
は

午
前
９
時
４５
分
〜
午
後
４
時
３０
分

で
す
。
そ
の
ほ
か
の
献
血
で
き
る

場
所
は
日
本
赤
十
字
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す

b
保
健
総
務
課
☎
９
７
３
＝
７
５
３

０

567
　

健

健（
検
）診
・

相
談

12
面
か
ら
続
き

く
う

　

近
年
、
内
視
鏡
検
査
の
普
及
に

伴
い
、
憩
室
と
い
う
疾
患
を
言
わ

れ
た
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
憩
室
と
は
、
臓
器
の

内
壁
の
一
部
が
外
側
に
向
か
っ
て

袋
状
に
飛
び
出
し
た
状
態
を
言
い

ま
す
。
胃
・
十
二
指
腸
や
小
腸
、

膀
胱
、
気
管
な
ど
に
も
で
き
ま
す

が
、
今
回
は
比
較
的
よ
く
遭
遇
す

る
大
腸
憩
室
症
に
つ
い
て
述
べ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

大
腸
憩
室
症
の
原
因
は
、
加
齢

に
よ
る
腸
管
壁
の
ぜ
い
弱
化
、
食

物
繊
維
の
摂
取
量
減
少
に
よ
る
便

秘
や
腸
管
の
れ
ん
縮
（
け
い
れ

ん
）
な
ど
で
の
腸
管
内
圧
の
上
昇

に
よ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
腸
憩
室
は
大
腸
の
ど
こ
に
で

も
で
き
ま
す
が
、
上
行
結
腸
と
い

う
右
側
腹
部
の
腸
や
Ｓ
状
結
腸
と

い
う
下
腹
部
の
腸
が
好
発
部
位
で

す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
腹
部
症
状

が
出
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
腸
憩

室
症
の
多
く
は
無
症
状
で
す
が
、

下
痢
、
便
秘
な
ど
の
便
通
異
常
や

腹
部
膨
満
感
、
腹
痛
な
ど
の
腸
運

動
異
常
に
基
づ
く
症
状
が
起
こ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
憩
室

内
の
動
脈
が
傷
つ
い
て
出
血
す
る

憩
室
出
血
や
、
憩
室
に
感
染
を
生

じ
て
し
ま
い
、
発
熱
や
腹
痛
を
認

め
る
憩
室
炎
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
憩
室
出
血
で
は
、
貧
血

や
血
圧
低
下
な
ど
出
血
性
シ
ョ
ッ

ク
を
呈
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

憩
室
炎
で
は
、
せ
ん
孔
（
穴
が
あ

く
こ
と
）
や
狭
窄
に
よ
る
腸
閉
塞

を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
注
意
が
必

要
で
す
。

　

最
後
に
治
療
法
に
つ
い
て
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、

便
通
異
常
な
ど
で
は
繊
維
分
の
多

い
食
事
を
心
が
け
、
便
秘
を
し
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
憩
室
出
血
で
は
、
出
血
量
に

も
よ
り
ま
す
が
、
禁
食
に
し
て
点

滴
を
行
い
ま
す
。
多
く
は
自
然
止

血
し
ま
す
が
、
輸
血
や
内
視
鏡
的

治
療
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
憩
室
炎
で
は
、
禁
食
に
し
て

抗
生
剤
投
与
を
行
い
炎
症
が
落
ち

着
く
の
を
待
ち
ま
す
。
せ
ん
孔
し

た
場
合
は
、
緊
急
に
手
術
を
施
行

し
、
人
工
肛
門
を
造
設
す
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
炎

症
を
抑
え
る
治
療
が
必
要
で
す
。

　

大
腸
憩
室
を
指
摘
さ
れ
た
方

で
、
下
血
、
発
熱
と
腹
痛
を
認
め

た
場
合
は
、
憩
室
出
血
や
憩
室
炎

を
疑
い
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る

こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

介護

おか　　 しげき

大
腸
憩
室
症
に
つ
い
て

　

越谷市医師会
おか内科クリニック
☎９７２－８８００
岡　茂樹

介護をされている方へ

〈日　時〉　３月１８日（月）、午後１時３０分～３時
（１時１０分開場）
〈場　所〉　中央市民会館４階第１３・１４会議室
〈内　容〉　介護する家族の心と体を大切にする方
法や介護との向き合い方・介護する家族どうしで
の日頃の悩み等について。講師は認知症の人と家
族の会埼玉県支部前代表の宮下房江さん

〈対　象〉　市内在住で家族を介護している方また
は介護に携わる予定の方４０人

〈費　用〉　無料
〈申込み〉　２月１２日（火）から直接または電話で
下記へ

B地域包括総合支援センター（第二庁舎１階）
　☎963－9163

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座

説

明

会

　

地
域
の
方
が
い
つ
ま
で
も
元
気

で
い
る
た
め
に
、
地
域
で
新
た
に

運
動
で
き
る
場
を
つ
く
り
、
体
操

指
導
が
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
市
内
に
２３

団
体
が
立
ち
上
が
り
、
多
く
の
介

護
予
防
リ
ー
ダ
ー
が
活
躍
し
て
い

ま
す
。
通
い
の
場
の
立
ち
上
げ
な

ど
の
地
域
づ
く
り
や
体
操
指
導
に

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
セ
ラ
バ
ン
ド
を
使
用
し

た
越
谷
楽
の
び
体
操
な
ど
４
つ
の

体
操
の
体
験
も
行
い
ま
す
。

a
３
月
７
日
㈭
、
午
後
１
時
３０
分

〜
３
時
（
１
時
１０
分
開
場
）　

d

中
央
市
民
会
館
４
階
第
１３
〜
１５
会

議
室　

g
越
谷
市
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会
会
長
で
理
学

療
法
士
の
古
澤
浩
生
さ
ん
ほ
か
に

よ
る
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
の
説
明
、
体
操
の
体
験　

f
市

内
在
住
で
運
動
制
限
が
な
く
介
護

予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
に
関
心

の
あ
る
２０
歳
以
上
の
方
４０
人　

c

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る
服

装
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、
水
分
補
給

用
の
飲
み
物　

h
無
料　

e
２
月

８
日
㈮
、
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま

た
は
電
話
で
左
記
へ

＊
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

は
４
人
〜
５
人
の
団
体
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
が
、
説
明
会
は

１
人
か
ら
参
加
で
き
ま
す

b
地
域
包
括
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

（
第
二
庁
舎
１
階
）☎
９
６
３
＝

９
１
６
３

こころが軽くなる
　介護のヒント

だ
い
ち
ょ
う
け
い
し
つ
し
ょ
う

き
ょ
う
さ
く

ぼ
う
こ
う

も　
　

　

り

〈日　時〉　３月１５日（金）、
午後２時～３時３０分　
（１時３０分開場）
〈会　場〉　サンシティ小ホ
ール
〈内　容〉　講師はジャーナ
リストの鳥越俊太郎さ
ん。講師自身の闘病経験
とジャーナリストの視点
から、医療との向き合い方や人生の最期（エン
ディングノート）についてお話いただきます
〈対　象〉　市内在住・在勤の方４００人（抽選）
〈費　用〉　無料
〈申込み〉　２月２０日（水）まで（必着）に、往復
はがきの往信面に講演会名「３月１５日講演会」、
参加人数（１枚につき３人まで。車いすの方の人
数、手話通訳・要約筆記の有無も記入）、代表者
の郵便番号・住所・氏名・電話番号を、返信面
に代表者の郵便番号・住所・氏名を記入し、地
域包括ケア推進課へ。返信用裏面には何も記入
しないでください。結果は３月１日（金）までに
発送します

第2回
在宅医療・介護連携推進事業市民講演会

「鳥越俊太郎のエンディングノート」

B地域包括ケア推進課☎963－9187

「死に方を考える」ことは
「生き方を考える」こと。

講師の鳥越俊太郎さん


